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I 問題提起
a ＜「楽師の王国jのメンタリティと「楽師伯」〉 「安売り王」「ホテル
王Jr鉄道玉」や「呑んべの王国」「学生の王国」といった「～の主」「～
の王国jに類する表現が，昨今でもよく見受けられる。また，後期中世
においては「ダンスの主J「娼婦の女王j「射手玉」「ユダヤの王」などが
実際に存在し，「愚者の王国Jや「死者の王国」など観念的な「無冠の主」
や「王国」が民衆により崇拝されていたロω
中世におけるこのような「無冠の民衆王Jの系譜は，それぞれの職業
構造において民衆が大きな政治的結ぴつきを求めたことによって実現し
た。つまり，これらの王への崇拝は，それぞれの集団のまた職能身分の
結合意識の結晶であり，自分たちの王や王国に対してその歴史を求め，
称号を求める態度は，それぞれの「臣民」である民衆のアイデンテイ
ティの石在認であったように思える。
これらの王の君臨や王国は，もちろん実際の政治的な統治機構である
はずはないが，全くの名称だけ，精神の拠り所というだけのものではな
かった。つまり，ある領域におけるある種の人々に対しては支配権を行
使する上部権力として，「王」や「王国」が存在したと認められるのであ
るロ
中・近世ヨ一口、ノパにおいて，芸能を生業とし漂泊と定住のはざまに
あった楽師もω 「楽師の王国」を維持し， f楽師王Jを裁いていた。この
「楽師の王国」は，楽師身分にとっては区切られた一種解放区であった
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反面，一般の人々にとっては異質なエリアとして「閉じられた周縁空
間」のイメージをもっていた。
一方，これら楽師・放浪者を監督する者として，楽師の世界にも「楽
町川白（シュピー ノレグラー フ）jが存在する。官職名，もしくは貴族の称号
としての「グラーフ GrafJという表現が用いられているのである。
楽師を支配する，また監督する存在として「楽師王」や「楽師伯Jを生
み出したものは，何だったのであろうか。周縁民，路上の人，放浪者で
あった楽師は，宮廷・教会に入り込み，都市に居住し，領主はもとより
領民・市民の生活（特に非日常の場としての婚礼，祝祭，宴など）をは
じめとする中世の社会構造のなかに組み込まれていしその過程におい
て，何らかの方法でこの楽師の集団を管理する必要性を為政者は持っ
た。さらに管理は「楽師」のある意味での危険性にも関わってくる。つ
まり，楽師は音楽芸能を生業とすることによって顧客の要請にこたえる
職業であるロそのため，至る所を放浪し，都市や宮廷を何の制限もなく
訪問できる「風」のような存在であった。また芸能者たる楽師は「異人」
として，すべての階級を往来でき，人と人，時間，空間，この世とあの世
を結よ伝達者であった。それゆえ，為政者・支配層にとって，楽師は両
刃の剣となる存在であった。情報伝達者としての楽師は，為政者にとっ
て格好の「スパイ（問者）的存在」と成り得た。ω が，有能な民衆の扇
動者，体制騒乱者となることも可能で，反体制者としてみなされること
もしばしばであった。ω
小論では，このような楽師に対しての社会の受容を，楽師の支配構造
という面で見ていく。そのため，さしあたり法制史的分析を中心とし支
配構造の図式化を試みることとする。
b （楽師伯（シュピー ノレグラー フ）とは何か〉 前節で触れたように楽
師に対しての支配構造をみるうえで，その中心的な役割を果たしたのは
「楽師伯」である。ゆえに，まずキーワードとしての「楽師伯Jをとりか
かりとすることは適切と思われる。法制史上のアプローチの一例として
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辞典類の記述を引用するならば， r Hilfs甜！Meγ仇＜chfiirHi括toriker（］歴史
用語補助辞典）jによると「楽師伯（シュピーノレグラーフ）」とは，「［用
語としては］ Musikgraf （音楽伯） , Geigerkonig （ウ・ァイオリン王），
Pfeiferkonig （笛吹き主）， Spielleutekonig （楽師王） ; comes 
j田ulatorum（芸能・楽師伯）， 間xministellorum （侍従主） ; roi des 
menestrels （メネストレノレの王）， roid田 violons（ヴァイオリン王）の
異称をもっ。 18世紀まで（アルザスでは19世紀に至るまで）存続した，
ある地域またはある都市の放浪者［芸人・楽師］の長。楽師伯職（放浪
者の王国）は，一面では宮廷職であり，レーエンであり，（都市では）ツ
ンフトマイスター職であった。一般に楽師伯自身も放浪者であることが
多かったが，オーストリアでは貴族のレーエンとして世襲される職で
あった。この職が世襲の帝国レーエンであったアルザスでは，貴族階級
の者が楽師王に任命された。そこでは楽師集会（楽師法廷）が放浪者に
対する法廷として開催された。また全ドイツ帝国に帝国楽師王（rex
omnium histrionum）が存在したこともある［カール4世とフィドノレ王
ヨハンネス］。J（角形指弧内と下線筆者）と説明されるY これによる
と，楽師伯を放浪者の長としたうえで，宮廷職としての，楽師王にみら
れるようなレーエンとしての，都市の楽師組合の親方もしくは組合監督
者としての，以上3種類の楽師伯を定義している。さらに伯自身の身分
の問題と，オーストリアとアルザス，そして神聖ロー7帝国の楽師王の
3例が挙げられている。
小論は，この引用を問題提起とする。すなわち，楽師の支配購造を探
るうえで，まず対象となる楽師の問題を，放浪者 fahrendeLeuteと楽
師Spielmannの関係をもとに捉えるロ次に，楽師の支配構造において大
きな役割lを演じた「楽師伯Jの実態を，史料によって検証する。そのう
えで，楽師伯を軸として楽師に対する支配構造の怖慨を試みる。
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I 楽師伯（シュビールグラーフ）を必要としたもの
a ＜放浪者と楽師〉 楽師伯をキーワードとして楽師の支配体制を考
える前に，まず支配される対象を確認する必要があろう。すなわち「楽
師」という人々は何なのかを考えねばならない。特に後期中世から近世
に至る時期の「楽師J身分が，どのような社会的地位を持ち，いかなる
実態をもっているのかが問題となる。
そこでまず，「放浪者」といわれる集団のひとつと見倣されていた楽
師層が，どのように社会から認容されていったかを扱う。つまり，放浪
者と楽師の関係を，支配者によって監督されたる者の実体変遷として見
ていきたい。これは，史料的には楽師の範鳴の変化として捉えられる。
この変化は，さらに芸能機会の多様性や変質にともない，楽師の監督・
監理の必要性に影響をあたえ，さらに楽師の需要と供給関係に関わって
くるのである。
(1）放浪者としての楽師
14, 15世紀の楽師の存在を示す史料である各種の「審修条令J，楽師の
公職への「任命辞令」「楽師兄弟団規約」や「認可状」「楽師王や楽師伯に
関する記録・書簡」などにおいて，楽師（笛吹き，フィドノレ弾きなどの
楽器奏者と記されることが多い）と放浪者が並記されるいくつかの例が
みられる。これは定住する以前には放浪・漂泊の立場て”あった楽師の出
自を示す証左でもある。例えば， 1407年に設立のザンクトガレン近郊ウ
ツナッハの「聖十字架の楽師兄弟回」は f放浪者．フィドノレ弾き，笛吹
きfarendeL臼d,giger und Pfiffer」の兄弟団であった。陶 また， 1430年
のチューリッヒの楽師主への「楽師レーエン付与状」では楽師主は「放
浪者varendenLiithen」の王であると記され，m同じく1460年のアルザス
の書簡史料では，楽師王は「すべての放浪者allervarender lute」を支配
するものとしている。胸
ただし，婚礼条令では楽器奏者（楽師）の名称のみが言及されること
が多いロこれは，放浪者の立ち入れなかった婚礼などの演奏・芸能機会
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により，演奏者である楽師が区別されていたことを示している。伺
さらに，放浪者としての楽師を考える場合，「名誉なき unehrlich
人々」としての楽師を考慮に入れねばならない。ここで賎民としての楽
師を詳しく論ずる余裕はない。同 ひとつの示唆として，賎民研究の主導
者であるダンケルトによる runehrlichJ概念を据えた賎民観において，
楽師が放浪者と同一地平線上の存在であったことは，以下の類型によく
示されている。ダンケノレトは，賎民視される人々をその賎視の根底とな
る要素により，①死，彼岸，死者供養にかかわるもの，②生，性，笠僚
にかかわるもの，③動物にかかわるもの，④地，火，水のエレメントに
かかわるものの4つに分類した。そのなかで，楽師は放浪者とともに四
大元素にかかわる賎民として扱われている。川
「名誉なき」つまり賎民視の観点から言えば，いわゆる「楽師」はもち
ろん，「英雄叙事詩歌人（語り部）」「奇諒歌人Jも「放浪者」と同じカテ
ゴリーに分けられている。また，金管楽器を吹奏するということから楽
師が任用された「搭の番人」「夜警Jなどの公職，さらには「乞食取締役
人Jもこのような人々であったことは興味深い。
以上見てきたように，定住以前の楽師は，あちこちと就業の場，演奏
機会の場を求めて，また雇用者を求めて放浪する存在であり，「名誉な
き人々」であった。四それゆえ，楽師が放浪者と同一の存在であると，
定住者や市民などの「名誉ある人々」が，また支配者層が見倣していた
としても何ら不思議はなかったのである。
(2）楽師と放浪者の分離
ところが， 16世紀以降になると様々な文献において，楽師と放浪者
（特にいかがわしい輩，詐欺師としての）の分離がおこなわれる。
楽師に関する記述から，放浪者の表現が排除された最初の例には，
1458年ヴユノレテンベルク伯ウJレリ yヒによる「楽師兄弟団の認可状」が
ある。聞 この兄弟団に属することのできる者は「ラ、ノパ吹き，笛吹き，
リュート弾き，楽師Trompeter,Pfiffer, Lutenschleher vnd spillut」で
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あり，そこには「放浪者」はみられない。その後の楽師兄弟団，もしくは
都市の楽師の団体からは全く放浪者は排除されている。例えば1511年の
シュトラスプノレクの「王冠の楽師兄弟団」に関する書簡史料では，楽師
を「よそ者と，土地の者froemdeoder hetmschJの区別をして，「弦楽器
演奏，塔での吹奏もしくは他の楽器演奏 seyttenspil,trummen pfiffen 
oder andere InstrumentJに携わる楽器演奏者として扱っている。帥
さらに，放浪者の側の史料からも，この楽師と放浪者の分離・区別は
見受けられる。例えば， 16世紀初頭に成立したとされる「放浪者の書
Liber vagatorumJ (1509/1511年）＇＇＂は，放浪者を 28の乞食と詐欺師のタ
イプに分類し，さらに他の詐欺事件の要約と放浪者や詐欺師に関する隠
語219語を収録したものであるロこの本の第一部の項目は「人を欺き編
す手二十余に相当する放浪者の分類jとなっている。そこには，演奏を
生業とする「楽師」の表現はみられない。ただ， 1）ュートや歌，いかがわ
しいミサ歌などの「芸」に放浪者としての楽師の痕跡は残っている。帥
また，「放浪者の書」より少し以前に書かれた類似の詐欺師の書であ
るテセオ・ピーニ「香具師の鑑J(1484/86年）では，「国際的放浪者jと
して，いかさま医者，膏薬売り，仮病人，にせ巡礼，にせ聖人，聖遺物商
人，ふるえ乞食，にせ貧者を挙げているが，楽師は含まれていない。問
つまり， 16世紀以降の表現におけるこのような楽師と放浪者の区別・
分離は，実際の放浪者と楽師に対する視線の分離であり，楽師身分の社
会的な立場の変化を表しているといえよう。同
さらに，支配層による法令や監督職の設置という面からも，放浪者と
楽師の区別・分再生をみることができる。初期には，放浪者一般に対する
取締りであった法令や監督職は，後にはより細分化したかたちで楽師
（と放浪者）を監理するようになる。それは，楽師が，放浪者のなかで
もっとも利権に絡み，婚礼や公けの行事などへの参加により，公けへの
需要があり，特に公けの生活に影響を及ぽす存在であったからであるロ
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つまり初期は，放浪者全般に対する監督機能であった支配構造が，楽師
を対象の中心とした監督機能に焦点化されてくるという図式が描けるの
である。
b ＜楽師王，楽師伯，楽師の親方の証左〉
(1）楽師に関する史料類型
前節で「楽師Jという対象の実態が多少は明らかになった。ここでは，
小論で扱う楽師伯や楽師王そしてその支配の対象となる楽師への史料上
のアプローチを試みる。しかし，楽師に関する研究は，常に史料の希薄
さという壁に立ち向かう領域である。歴史の表面には現われない存在で
あり，「残されるJべき存在でもない楽師は，賎民と同様に，公けからま
た「お上Obrigkeit」から記録として排除された存在であった。しかし，
史料は皆無という訳でトはない。以下の筒条は，残されている史料を系統
的に並べた試みである。
1.外からの文書（都市文書など支配者側による文書）
①任命辞令類（レーエン付与状，雇用契約書，または命令書なども含
む）～例えば，楽師伯，楽師王，塔の番人 Tiirmer，都市の楽師職
Stadtpfeifer （都市や宮廷などの支配者に仕えるまた雇用される楽師）
に対しての
②支配者側の会計文書（都市，宮廷）～雇用されたまた仕える楽師
（楽師伯，楽師王，塔の番人，都市の楽師職，楽師の親方），また「楽師
の学校（楽師集会）Jに対する支出も含む
③ 諸条令（都市参事会によるもの，領主によるもの）：者修条令
L山田町dnungに含まれるもの，すなわち特に婚礼条令 Hochzeitord-
nung，舞踏条令Ta田 ordnung，衣服条令Kleiderordnung，埋葬条令，洗
礼条令など。さらに楽師に対して細分化された「楽師条令 Spielleute
or白凹gJなど同
④支配者側の個人的文書．書簡類，メモ類（もしくは文学作品などの
副j次史料も含む）
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2.内からの文書（支配される集団による文書）
①楽師の団体（楽師組合，楽師兄弟団，楽師の王国などの異名を持つ）
に関する文書（公権力の批准） ：組合規約，設立認可状（起草は団体
側），名簿；会計に関する文書類，入会・脱会（親方徒弟契約？）に関す
る契約状類；兄弟団の徴（紋章，ワッペン，メダノレなど）
②楽師の個人的文書・書簡類，個人的な契約書，親方徒弟契約，会計
文書，書き残L，音楽作品～ただし無名の楽師によって作曲されたと特
定できるものはほとんどない岡
(2) ドイツ・フランス・イングランドにおける楽師王と楽師伯の証左
上述の史事十類型にしたがって， 13世紀から15世紀に至る楽師の痕跡の
いくつかを追ってみたい。これら痕跡は，記録されるという意味で楽師
と支配層（宮廷や都市）との何らかの関わりの徴しでもある。楽師の側
から言えば，その徴しは楽師が何らかの形で宮廷や都市に雇用された機
会として，言い換えるならば宮廷社会や都市社会に認められた証しとし
て記録されている。さらに，楽師の相互関係においても，ある者が他の
者を監督指導をした，つまり親方，楽師王，楽師伯という地位からも，
楽師の存在を跡付けることができる。
以下では，このような楽師の存在の証左を，特に「楽師」を表現する
言葉や具体的な楽師名，さらには「楽師主」「楽師伯」「シュタ y トプ
ファイフアー（都市楽師職）Jといった地位をあらわす称号による分類
を試みる。それにより，「楽師Jという職業をふまえたうえで，楽師の類
型と楽師身分の内部関係と外部との関係を考える一助としたい。
まずラテン語による楽師を表す表現である。これは各地域の公式文書
が各国語へ移行する時期（およそ14世紀後半）削まで頻繁にみられる。
例えば，民族の伝説聞やローマの詩歌や聖者伝，聖書課などを語ってい
た遍歴の歌人に由来するといわれる「ヒストリオhistrio（諮り部）」とし
て表現される楽師の記録は， 1175年の南仏ポーケーノレ，岡 1277年の
リューベックJ胡 1292. 1297年のプリュージュ聞などにみられるロ同
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英語のジァグラー jogglerの語源であり道化や芸人を表した「ジョクラ
トーノレJ配ulat町」も楽器を弾くかぎりにおいては楽師とも言える。 1200
年頃のシュトラスブノレク.'" 1231年のケノレン，醐 1236年のパリ冊などが
その初期の例である。岡
各国語の例としてはまずフランス語の「ジョングルールjongleurJに
類する表現が挙げられる。これはもちろんラテン語の「joculator」のフ
ランス語化したものだが，宮廷歌人であったトゥルパドゥーノレやトノレ
ヴェーJレの従者として，実際に演奏活動や芸能に携わっていた遍歴の楽
師・芸人を指している。削 さらに楽器演奏を芸の中心とし，宮廷や都市
に居者いた彼らを「メネストレJレmenest問uと14世紀以降は表すことが
多くなるロ閣特に1321年のパリの楽師コンフレリの規約はよくそれを
示している。剛
おそらく彼らはドイツ語では「シュピーノレ7 ンSpiehnann」と呼ばれ
る楽師とみなされる。シュビール7 ンの記録は， 1227年のブラウンシュ
ヴ？ァイク，＇＂＇ 1272年のケノレン聞を最初期の例として，都市文書のみな
らず文学作品などにも数多く存在する。冊
しかし最も多いのは，楽師を楽器奏者として表す，つまり楽器名で表
す例である。大別するとラ yパ（金管）奏者の類，柵笛吹き（木管）奏者の
類，聞フィドノレ（弦楽器）奏者の類，岡太鼓奏者の類同に分けられる 0'"' 
なかでもラッパ奏者は，都市の楽師職や塔の番人職，軍楽，婚礼や祝宴
での演奏など使用頻度が最も高かっただけに数多く記録されている。
それらラ yパ奏者が務めたと忠われるのが，「I菩の番人 TiirmerJ聞や
「ウェイツ waitsJ聞と呼ばれる都市の筈備職である。彼らはおそらく，
各種の信号・合図，時報がわりの音楽や，有力者の歓送迎に関する音楽
などに活漉した都市の公職であった。
さらに楽師たちのある者は，称号や役職，楽器名とともに彼らの名を
記録されている。初期の代表的な例としては， 1177/1201年のレーゲン
スプルクの2人のキターラ奏者「ゲープハノレトJ「ノレイポルト」， 1283年
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ハンブノレクの「太鼓奏者ヨハンJ'1284年ケノレンの「ゴッデフリード・ミ
ンネポーデ」などである。削
また14世紀以降「親方MeisterJという肩書きも用いられるようにな
る。同 このことは楽師層内部でも同業組合が結成され，楽師の階級分化
が起こった証左とも言える。おそらく名前の残っている楽師，親方とい
われた楽師の何人かは，楽師の仲間内でも有力な者であり，その後の
「都市の楽師職」や「塔の番人職Jもしくは「楽師伯j「楽師玉Jなどの役
職や地位と何らかの関係を持つが故に，名前まで記録されたであろう可
能性を秘めている。
さて，「楽師王 roides menestrels／町x.. /PfeiferkonigJや「楽師伯
Spielgraf/ c日nesjoculatorum」といった地位を示す称号の出現であるが，
やはり14世紀以降多く現われるように思える。楽師王や楽師伯の称号を
得たものが楽師であったか否かは後段の話題とするが，限られた史料で
もこの両者の称号の分布はひとつの傾向を示しているロ
つまり「楽師王」はフランス地域，イングランドそれに何よりアノレザ
スを中心とした上部・中部ライン地方に分布する。同「楽師伯」は南ド
イツ，オーストリアと北ドイツ特にハンザ諸都市に見受けられる。閉 さ
らに都市や領域における楽師・放浪者への規律となった「婚礼条令」
「楽師条令」などの分布も，楽師伯の分布と関連付けられそうである。同
そして，楽師によって結成された楽師兄弟団（楽師組合）の分布も楽
師王や楽師伯の分布と決して無関係ではないように思われる。帥
（図1・「楽師王，楽師伯，楽師兄弟団（楽師組合）分布地図」参照）。
（本論文の主旨は， 1989年7月9日，桐朋学園短期大学部にて開催さ
れた， ICUギョーム・ド・ 7ショー・プロジェクト，音楽史研究会合同
シンポジウム「新しい音楽家像ー中・近世ヨーロッパにおける都市と
楽師，ドイツとフランスを中心に」において，「〈王〉かく伯〉かー中・
近世ヨーロッパにおける楽師の支配構造としての楽師王・楽師伯・楽師
の団体」として発表された。）
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注
(1) Hans Joachim Mose,, Die Mu幻＇kergenossenschaften;,. deulschen Mutelalt眠
(Phil. Diss. Rostock 1910; 'ep. Wiesbaden 1912), 53f. 
(2）この分野町参考文献としては， Danckert,W. 1963. U；叩 hrUcheLeute Dfo ve柿mten
Berufe. Bern/ Miinchen，また， Mo回w, P. ed. 1985. Untenvegssdn ;,, 
sρatmUtelalter. Berlin.が有用である。
(3）ヨ ロッパの14世紀においてでさえ音楽作品を残しているほとんどの人物が，音
楽を生業としていたのではな仁宮廷や教会に，秘書官・外交官的を立場で仕え
ている者であった。さらに王侯貴族に侍従Lた道化以下町芸人を想起されたし。
中世日本においても，猿楽師，田楽師はもとより，観阿弥，世阿弥の実態を考える
と領けよう。
音楽町意味論，芸人論， i由民と芸能に関しての参考文献は数多溢れているが1 こ
こでは格好の近著を一冊のみ挙げておく。
赤坂憲雄『異人論序説I砂子屋書房， 1985年。
(4）かの有名な「ハーメルンのく笛吹き男＞」伝承然り， 16世紀宗教改革時の村々の
居酒屋での喧伝者然り， 1960年代後半の「プロテスト・フォークソングムーヴ
メント」然り。
(5) Eugen Haberkem and Joseph Friedrich Wallach, eds., HU/ swb'rte>buch f1<'r 
Hfator;ker. Mittelalter 1md NeuzeU(Tubingen, 1964). 2: 582. 
(6) Moser, D;e M出伎の11enosse1βchaften,70. 
(7）チューリッヒ市が，その裁判権と領域下における「楽師の王国」をプレムカソレテ
ンのウルマン マイヤーに付与する旨を記した「1430年3月29日付，レーエン付
与状 LechenBrief!」では，「宣誓団体下で他の放浪の人々から楽師王が一致して
選ばれる dassEr von anderen va悶nden Liithen in der Eidtgeno>ehafft 
einmiittenkhch erwelt istJ「この王国における楽師と放浪者の王に対して法とし
て，以下のことを承認する BestettenIn daran als einen Rechten Kiinig der 
Pfiffer und varenden LiittJ等とあり，楽師王は「放浪者の王Jと見倣されていた
(M田町民eM1dkerg四回目出chaften,115 117）。
(8) 1460年の「シュレシュタット，シュトラスプルク 1 ローゼンヴァイラーの楽師兄
弟団（アルザス悲しみの聖母の兄弟団）」の楽師王（1456年以来）のラァパ奏者
イェルク・パウマンのザンクト・グレゴリエンターノレの修道院長ハンス・ルドル
フ宛書簡（K.Albrecht, ed., Ra仲 altstehtischesUrkundenbuch 75Sト1500 Quellen 
zur Gesc/1;chte der ehenw/;gen Herrschaft Rapρ。ltstdnim Elsass, Cnlmar 1891/ 
98, 4: 259ff）によると，パウ7ンは「ホーヴェンシュタインからハーゲナウの森に
いたるすべての放浪者の恵み深き王 gnadenkonig aler va町nderlate zwueschen 
dem Houwemtein und Hagenouwer vorstJと自称している。
また上部ラインのプレスffウ地方リーゲルに存在した楽師兄弟団のフォークトで
あるフeレスガウの騎士エンゲルハノレト・フォン・ブルーメネ yケが，アルザスの
楽師王国のフォークト，ヴィノレヘノレム・フォン・ラボルトシュタインにあてた
「楽師王」と「車師伯」（1) 161 
1458年9月11日付「書簡」 （Rappo/tsteinerUrktmdenbuch Bd. IV, S. 234ff）にお
いても，プレスガウの楽師と放浪者は並記されている。
(9）例えばハンブルクの 1301/1306年頃の婚礼条令 IKKoopmann, ed., Kiim制erei-
γ・eclmungen der Stadt Ha1叫urgU由n135lト1562,Hamburg 1869/ 1940, 2; 162 ; 
228), 1303-1308年頃のプレーメンの婚礼条令（K.A. Eckhardt, Die millet-
alterlichen Rechlsqudten der Stadt Bremen, Bremen 1931, 60), 1320年のレーゲン
スブルクの婚礼条令（）.Widem田 n,ed., Rege回 bu1ger[1'拍tmdenbuch.Bd. 1 
Ut如mdender Stadt biszum fahre 1350, Miinchen 1912; rep Puchheim 1964, 
724），リュー ベyクの1454年に新たに制定された者修条令・婚礼粂令（Urkunden-
buch der Stadt Ubeck. T. 1 1, nebst Wort u. Sachreg.ster (= Codex 
diplomat>eus Lubecensis. Abt. 1). Lubeck 1843/1932, 9 216）中の言及が挙げられ
る。また1343年内ヴイスマルの楽師条令では，婚礼の祝宴の演奏の際の楽器を
も「フィドノレ，笛，ポザーヌ，ロッタ，フラジョレット，ハープ vedele,pype, 
Bunghe, Basvne, Jl,叫te,vlogoet eder HarpeJというように細かく指定している
の Kade，“Ordnungder Spelelude [Joculatorum] in Wismar vom Jahre 1343，” 
Monatshefle fffr Mnsikw悶e悶 chaff[MfM] 14, 1882; lllff.）。
(JOI 詳しくは， Danckert,Unehrtiche Leute参照。
(JI) 4分類のそれぞfれに相当する身分職種は以下である。
①「死刑執行人 Scharfrichter」「絞首刑吏 HenkerJ「隷僕 Fron］「廷丁・獄卒
SchergenJ「刑真捕吏 BiitteU「墓掘り人夫 TotengriiberJ「塔の番人 Tunned
「夜警 NachtwachterJ「風呂屋 Bader」「床屋 ScheτeγJ，②「樵，草刈り人
Holzhiitter二FeldhiitterJ「屑屋 Wur,.JkramerJf亜麻布織工 Leinweber」「粉挽き
MiillerJ「娼婦 FreieTochterJ，③「皮剥ぎ人（犬皮剥lぎ人） Schinder (Hund・ 
shauter）」「羊銅い，牧章Schafer,Hi民enJ「犬皮採し人Hundshautge巾erJ「豚屠殺
人，家畜屠殺人Sauschneider,NonnenmacherJ , c「掃除人，どよ掃除人
GR'senkehrer,Bachfeger」「煙突掃除人 SchornsteinfegerJ「陶器職人，煉瓦職人
Topfer, ZieglerJ「乞食，乞主取り締り役人 Bettler,BettelvogteJ「放浪者
Fahrend°' VoikJ「楽師・芸人Spielleute」「庶出児weltlichenLeuteJ「英雄叙事詩
歌人（諮り部） HeldensangerJ f奇開歌人（語り部） ZaubersiingerJ，その他「倒見
変 ZollnerJ「ヨーロッパ外からの放浪民（ジフ’ンー，ユFヤ人等）」（Danckert,
Undtrliche Lente, 285ff.）。
(I司楽師兄弟団という名の同業組合を結成し，親方徒弟制を敷いていた楽師は， 14世
紀から15世紀の職人の遍歴システムにも当扶組み込まれていたロこの職人の遍歴
に関しては，以下の文献を参照されたい。もちろん，遍歴と放浪は分離して考え
るべきことであるが，楽師の遍歴については14世紀から15世紀前半に頻繁にフラ
ンドルで催された f楽師の学校（楽師集会）」が貴重な証言とをっている。
Schulz, Knut.1985. Die H田 dwerkersgesellen.Unterwegsein im Spatmitte/alter(ed. 
by P. Moraw); 71-92. 
Schulz, Knut. 1985. Handwerksg田el/,印刷dLohnarbe<ter : Unte四uchungenzur 
162 
obmhdn;schen nnd ob<rd"dschen Stadlgesclnchle des 14. bis 17. ]ahrhnnderts. 
Sigmaringen. 
ωこの認可状は聖母71）アを守護聖人としシュトゥットガルトに中心をおく楽師兄
弟団の設立認可状であるが，表題は「ヴュJレテンベルク伯ウノレリッヒによるラッ
パ吹き，笛肱き，リュート蝉き並ぴに楽師たちに対する彼らの団体の認可状Jと
なっている。さらに対重量は，「プレスガウのリ ゲルの兄弟団内楽師でないもの
で，シュトラスプノレクからコンスタンツに至るまでのラッパ吹き，笛吹き，
リュート弾き，楽師で，特別な思慌と自由を与えられたと見倣されたもの，また
聖なる教会の法に従い穏当に時を過ごすもの dieTrompet", Pfiffer, Lu担任
srhleher vnd sp11lut In dem bistumbe StrnsshurR vnd Constens vnder sunder 
derselben spillut Bruderschafft zu Riegel Im bnfsgow vnd ande日WO mit 
besundem gnaden vnd freyheiten begabt vnd fiirsehen hat vnd anderm d°' sie 
"' zimlr. Zit nach Ordnung der heili"'u Kirchen mogen nemenJと賎民視されてい
た放浪者排除の方向を明確に打ち出している（）.Sittard，“Den Trompetem, 
Pfeiffem und Lautenschlagem wird vom G 問fenUlmh von Wurttembe<g 'ihre 
gemachte Gesellschaft bestetigt'”， Monalshefte /><r Mnsikgesc／，町 hie [MfM] 
19, 1ss7, 4ー7）。
(1-0 シュトラスプノレクの「王冠の楽師兄弟回」は， 1511年に「フォークト，騎士オy
トー ・ストルムのyュトラスプルク市長と市参事会宛書簡」を残している（Mo'Or,
Die Mnsikergenossenschaflen, 120-22）。
このような例は他に， 1583年のミュンスターの「聖セシリアの楽師兄弟団jの規
約などがある（W.Salmen, Gescinchle der M回 ikin W田伸／en, Ka5'el, 1963, 
89ff），詳しくは，中村賢二郎「中世後期・近代初期ドイツの楽師」中村編『前近代
における都市と社会層』（京都大学人文科学研究目肝I,1980）’ 51-89頁，また，
拙稿「ハンブノレクの楽師組合J，『社会科学ジャーナルく国際基督教大学＞27(2)] 
(1989) : 107 139頁参照。
（！日「放浪者の書J(1509 /1511年）は，著者は不明であるがおそらく知識人層，聖職者
ではないかと言われている。また，印刷者はプフォルツハイムのト マス・アン
スヘルム・フォン・パーデンということが明らかである。初版の題は「放浪者の
書乞宜の群れ（オJレデン）Jであり，「群れ（オルデン）」とは，組合平修道会を
意味L，あべこべの同盟，にせ同業組合（ツンフト），在俗修道会，夢想的念願の
固などの伝統的な隠喰を持つ言葉である。
またのらくら者の楽園は，大食いの怠け者の王を戴〈王国とも言われていること
は，「楽師の王国Jとの比較において興味深い（ハイナー・ベーンケ，ロルフ・ヨ
ハン7イアー編永野藤夫訳 f放浪者の書一博打うち・娼婦・ペテン師J1988）。
自由放浪者の分類は以下て’ある。「乞食」「パンもらいJr鎖を身につけた乞宜J「腕を
吊った乞食J「にせ修道士」「学のある乞食J「遍歴学生J「仮病の乞主J（欄痛にな
り．聖ヴァレンチン様に蝋三ポンドと歌ミサ一回を奉納する）「ごまかし乞宜j
「にせ神父」「盲目の乞食」「はだかの乞食J「嘘つき乞宜」「首かり役人J「にせ産
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婦の乞企」「にせ照罪者」「にせの服罪女」「にせ妊婦の乞主J「鳴子をもった乞宜」
「にせベギン会士の乞主」「にせ貴族の乞宜Jrおちょれた商人」「にせキリスト教
徒のユFヤ人」「にせ巡礼」「膏薬で顔をかえた乞食」「上手に化ける仮病人j「腕吊
り乞食J「にせ説教師」（盲目で，教会前でイスに乗り，リュ トを奏で，その伴奏
でうたう歌は，本当は行ったこともない，遠くの国々の歌である）（ぺーンケ，ヨ
ハンマイアー編『放浪者の書J118-144頁）。
（同テセオ・ピーニ「香具師の鑑」（1484/86年）に関して，この写本をヴアチカン図
書館で発見し，「放浪者の書」（トリノ， 1973年）として公刊した文化史家ピエロ
・カンポレージの解釈によると，著者はウルピ ノ出身の助任司祭・判官，神学
・法学博士であった。原題の「放浪者」（Cerretanりの名称の由来は，かつての侯爵
領スポレートのチェルレトー（Cerreto）市が詐欺師や乞食等の放浪者が集住してい
たためとしている（ベーンケ，ヨハンマイアー編『放浪者の書J85-90頁）。
またよく引用される「放浪者」の証左には，あまりにも有名な「カノレミナ・ブラー
ナ（ポイレン歌集）」がある。 13世非己頃に成立したこの写本は， 1803年南ドイツの
ベネディクト修道全ポイエJレン修道院で発見されたためこの呼称となった。その
中の「放浪者の同盟歌J（第219番）などがよく指摘されるものである。
(I田楽師の社合的地位の変遷に関しては，以下を参照。
Salmen, W ed. 1971. 口町 Soda/,/al•<S d" Bm1f間 ，；kmvom 17. bfa 19. 
Jahr/mud.rt. K副担］（英訳版あり）
拙稿「ハンブルクの楽師組合J。
(19）婚礼粂帝，審修条令に閲しては，相沢隆 f審修条令と中世都市町変容 南ドイツ
帝国都市町場合J.r史皐雑誌：97(61J (1988）・ 1～38頁参照。
側よく引用される例として，トゥルパドウール，ランポー・ド・ヴァケラス
Raimbaut de V aqe町田（1150/601207?)が119712日1年にそンフエラートの宮廷にい
た折に，当地で聴いた2人のジョングルールがずイエールで演奏するエスタン
ピー 舞！Iの旋律を使って作曲したとされる fカレンF・マヤ（五月の歌） Calenda 
mayaJが有名である。
白l) 例えば，デュイスプルクにおいて1356/57年から1393/94年の期間の都市会計文書
中に楽師のヴイノレヘルム親方に関する一連の会計記録が残されている。それによ
るとヴイルヘルム親方の肩書きは，最初は「ヒストリオ histrioneJ,1368/69年か
らは「マイスターMagistedというラテン語表記て・あったのだが， 1376/77年から
は「フィドルの7イスター・ヴィルハムmeystecWilham vedeled，後には「キター
ラ奏者ヴィルヘノレモ Wilhe加ocitaristeJもしくは「フィドル奏者ヴイノレハム
Wilham vedelerJというドイツ語表記に変わっている（Duisburg,Stadtarchiv, 
Fahnabrug der von R A verdunk四m Druck vorbereiteten Stadtrechnungen, 
1349 1408; W. R Schwab, Die Anf加＜ged町 weltlichenBenザsmusikertumsin 
der m<itelalterhchen Stadt: Studie zu """ Benifs und Sozialgeschichte d出
Stadtmusikanlums (Kas,.l, 1982), 50）。
ω例えば，ケルト民族の伝説を語り歌う昨遊歌人として「パード BardJといわれる
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語り部が存在した。
仰楽師ギョーム・ミタに「全ヒストリオの王“rexsuper histriones univer吉田” jの称
号があたえられた。詳細は本論第3章参問。
凶 1277年のリューベックの市害事会の記録によれば参事会が教会での就業のため雇
用した「不道徳なヒストリオ histrinnesimpudimJの記録がある（ R W. 
Schwab，“Guilds，”刀'leNew Grove /ArUonary of M出 ir側 dMnsi"an.s, 6th 
edition, 809）。
間 1292年ブリュージュ市の都市町会計記録に「>Striones」という記述が，また1297年
の都市の合計記録に，精霊降臨銭円期間中に固定給与の支払いを受けた「都市の
ヒストリオ histrionibusviiりの例が見られる（Schwab，勺uilds，”809）。
目的 「histrioJが史料用語として見られる例を列挙すると以下である。
Beaurmre [1175 “rex super historiones univen;os"] 
Genova [1223・St.Lo町田， W tota urbe rum galir1s hist巾nibus”］
Liiberk [1277・“histrionesimpudk冊勺
Stade [1286 ＇加so目S”“histrinnes”］
Brugge [1292・“istrion田”， 1297：“ his肘10nibusvile”］ 
Mainz (Karl IV) [ 1355 Johann der Fiedler“rex omnium histrionum per totum 
田nrtumimperium"] 
仰 1200年頃制定のシュトラスブルクの婚礼粂令には，「4人のジョクラトール
quatour joculatoresJが路礼宴会で演奏したが，彼らは「男であって女でない
viri et non femineJことというように制限されていた旨や，法令違反に対しては，
一定期聞の都市追放もしくは放しい罰金刑が諜せられた「Quirumquead nuptia> 
plures v1ros, fem1mas vel j皿ulato陀shabuent. aut annul田 darepresumpsent. 
maneb1t extra civ1tatem per unum mensem ult問 m1hare, et non mt回bit
civitatem, quousque consulihus quinque libras pen;olverit」旨カ弔Eさnている（M.
Vogeleis, Qndlen nnd Bansteine zu emer Geschichte d" Mnsik nnd des Theaters 
in E/saB 501ト1800,Strall bm玄 1911,41f.; Schwab，“Gurlds，” 809 ; Schwab，品e
Anfiinge des weltlic/1en Bemfsmnsikerlnms, 50ff.）。
側 1231年のケルンの都市文書によると「pl"TteajoculatorumJという記述がみられる
(Schwab，“Guilds，” 809 , Schwab, /Ae Anfiinge d回 weltlfrlrenBm1fsmnsi・ 
kertnms, 50ff.）。
側 1236年のパリの「virusjoculatorumJ (Schwab，“Guilds，” 809). 
側「joculatorJの術語が用いられるのは次の例である。
StraBburg [cl2叩“JOC]at町es”］
KδIn [1231：“plactea j凹 ulatomm”］
Paris [1236 "virus J配 ulatorum”］
Liineburg [1247/1401 “j町 ulatores”］
Bremen [1303 “comes J田 u1'torum”］
St四lsund [1309 “1町ulat町田”］
Liibeck [1316 “come' joculatorum”］ 
Krakau [1336 "octo Joculat町田”］
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また「ミムス mimu,Jf遊芸人l田町」等の「役者・道化Jを示す表現もみられる。
例えば，シュタ デの 1286年の婚礼条令には「遊芸人と語り部 lu'°ribu'et 
hystrionibu,Jに関する言及がある（Schwab，“Guild＇，’ 809）。この時代町役者・道
化と楽師の職能による明確な区別は難しい。
白I) 「jongleurJが用いられる例には以下がある。
Genova [ 1180＇“Jogleu日， chant回目 etcoubadoun;" (Raimbaut de Vaqei四sによる
言及）］
Kain [1377 "trufator"] 
倒 fmene,tre!J f mm,tre!Jが用いられる例は以下である。
Brugge [1318 “mene,truelen 
Paris, Confrerie de St. Julien des Menestrie四（ 1773) 
[ 1321 “commun des m回目t陀uset menestrelles, JOU副eurset J山 glere沼田
demourant en la vdle de Pans”］ 
Lille [1436/370”.i aucuns m白est町lzde Lille”］ 
London (Edward IV) [1469 “Patent Roll＇’f町“belovedminstrels”］ 
関 1321年制定されたパリの楽師コンフレリの規約によると，参集した楽師たちは自
らを 「commun des menestreus et menestrelles, jougleun; et JOugler沼田
demourant en la vile de ParisJと称している。パリのこの楽師コンフレリに関し
ては以下町論稿を参照されたい。
Bernard, M. B. 1841/42. Recherches sur l’histoire de la corpo四tiondes m白白rie隠
。ujoueu目 d'instrumentsde la vile de Paris. 
BrbUotlteqtte de l'ico/e des Charles Il 377 404 ; IV 525←48 ; v 2"4-84, 339-
72. 
岩谷なつ子「14世紀に始まる楽土同業組合の結成と組織化パリを中，むとしてJ
（陵応義塾大学修士論文，未fl).1988）。
側 1227年のブラウンシュヴァイクの都市文書によると婚礼に雇用された楽師を「当
市の3人の楽師drespeleman dere statJと記録している（Schwab，“Guilds，” 809）。
側 1272 年のケルンではドイツ騎士団が市内の「楽師街 Spilmans•assen」の家屋の三
分のーを購入したという記録が残っている （Qnellenzur C.田clrichtede> Stadt 
J(b'/n, ed. by L. Ennen, 1867, Bd. 3 No. 69 ; 5lf.）。「楽師街」は楽師が居住した都
市にしばしばみられる名称である。楽師街が楽師が集住した通りであるのか，ま
た楽師が日々の雇用を求めて集まった通りを指すのヵ、は解釈の分かれるところで
ある。
側「Spielmann」にl到する表記は文学作品にも$くみられるが，ここでは都市文書に
おいて記録されたいくつかの例を挙げるに留める。
Braunschwe>g [1227 “dre speleman de陀 stat”， 1303：“sesspellude unde twene 
diinne brodere”］ 
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KO!n [ 1272:Cie Deut"h Ocden,briidec 岡山n em dritel eines in der 
Spielmannsga"e （“Spilmansgassen") ge]egenen Hauses] 
Nordlingen [cl300 “spilm田 ne,die in der stat g田e田ensint”］ 
Halle an der Saale [ 1300 “spelelud.,trate”］ 
F目nkfurtam Mam [ 1376 “meister der fydler und andemihren gesellen, der 
f(in;ten und herm spelluden, als sy in der vasten mess schul hielten”］ 
Danzig [1421：“Item den speleluden田Iman geven tom g吋espennyngeitczlikem 
P陀 eynehalve marck gude"] 
H耐田heirn[1428：“／ unde me mach hebben achte drosten unde twe par 
spellude unde ene kokenbeckerschen unde nicht mer, de mach he beghaven eder 
vorsenden, unde nene spellude mer to der hochtiid.／”（Bu町田ke.1428 Januar 
6.)] 
Reva] [1432：“Item den olden 呈~n gegeven 6 f.”（Kammereibuch der Stadt 
Reva], 1432)] 
また楽師全般に関する系統的な研究としては以下町文献が有用である。
Fara], E. 1910. L" ]ong/eu月 enFrance au AグoyenAge. 2nd ed., Paris, 1971. 
Hartung, W. 1982. Die Spiel/eule. Eine R田rdgnψρein der G田el/schafldes 
Mittelal/ers. Wiesbaden. 
Salmen, W. 1983. Der Spiel出 an"im Milte/al/er. Innsbruck. 
Schwab, W.H. 1982. Dw An／•ゐぼe des we/tlichen Bemj,musikertums問 der
mittelalterhchen Siadt. Studie zu einer Berufs-und Sozia/ge.<clrichte d田
Stadtmusikantentums. Kassel. 
仰ラテン語の「tuba（ラァパ）J「figulator（陶器製ラッパかりJ等に類する表現で
示される吹奏楽器奏者の例は最も頻繁に現われる。
Firenze [1291 “目itubato閏S”］
Zurich [ 1300 “zwee singeれzweegiger und町田 toiber"]
Innsbruck [1305 “Figellator de lnspruck”］ 
Lucca [1308 “trombetta et tubatores lucani comunis"] 
Leicester [1314 “trumpeter''] 
Liinebu唱［1335 “f注elatoriconsulum”］ 
Bremen [1339 “国destrometer"] 
G田z[1345 "trometerer”］ 
F日nkfurtam Main [1348 military instrumentahsts] 
BoloRna [1356 “9 trom betti＇つ
Basel [1374 ; 1375 “fistulaton us n田tns”］
Hildesheun [1440 “sp1ellude”“rades p1pere unde trumper”“p1pem” 
“trumpe即 1”“radesspellude”（Nr. 371. Statutensammlung. 1440 Mai 15.)] 
側 ドイツ語の「Pfeifer（笛吹き）」に類する表現は，縦笛を中心としたいわゆる木管
楽器奏者を指していた。
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Kiiln [1258 “p>per in coquinam aにhip日叩1”， Scheid'p四ch,28 June] 
BourgoRne [1路上“rexflaioletu＇”］ 
Umach (Schwei') [1407 Bruden;chaft der “farend L心d,GiRer und Pfiffer"] 
llild"heim [1440 “＇P氾llude”“rad田 pipe陀 uncletrumper＂“pi凹m”
“trum開阻n”“rade's肝llude”（N•仁 371. Statuten,,mn山ng.1440 Mm 15.J] 
側ラテン語の「キターラ（ハープ，ライアをこう呼よこともある） cit!羽田J「ヴィ
エー ル（フィドノレ，レベyクをこう呼よこともある） viellaJさらにリュート類を
含めた弦楽器を演奏する楽師の例としては以下が挙げられる。
Regen,burg [1177 1201：“cythari,te Gebehart”／川tharedaLuipold”］ 
Genova [1223 St. Loren＇°，“rnntore' et chitari'ti”］ 
Pari' [1225 ‘＇vに田 viellatorum’
Zurich [ 1300 “z、.vesinger, z可veeg留erund zwee toiber＇’］ 
R由t目 k [1339 “fiedler Hen田 Ii l 
Umach (Schweiz) [1407 ' Bruden;chaft der ”farend Lid, Giger und Pfiffer'] 
仰）太鼓等の打楽器に関しての表記も若干の例がある。
Hamburg [1羽3：つohann白 tym
以上’中世の楽器とその実態については次の文献が有益である。
Munrow, D. 1976. Instruments of the M•ddle Ages 酎•d Renai5'o•«e. Oxford. 
（邦訳，柿木吾郎訳『中世・ルネサンスの楽器J1979) 
ωラテン語を始的諸国語において楽師を示す様々な表現が錯綜しているのが後期中
世から近世にかけての史料状況である。これは，楽師の職業としての確たる範略
化・区分が明確でないだけに，楽師に関する表記とその実態の整合の困難さの裏
付けにもなっている。まさに12世紀以降，弦楽器を中心としたアラブ系の楽器の
流入や12世紀ルネサンスという文芸保護運動，さらには地理的な世界の広がりと
移動の活発化により，楽師の活動が飛綴的に拡大していく過程の中で，楽師の芸
能の実態に見合うだけの統合的な表記の確立が遅れていった状況は推測できる。
それゆえ，時代や地域によって，また楽師を受容する人々や記録する人々の身分，
階層，知識教養の遠いによって，千差万別な呼称名称があったとしても不思議は
ない。その多様性を，どこまで実態に却して，今日の知識，概念と結びつけること
ができるかが今後の諒題と言えよう。
また，楽器に秘められている数々の皐徴性，さらにはそれを起因とする「楽器の
ヒエラルキー」は，それを用いる楽師への社会的地位にも大きな影響を与えた。
ブI）ューゲルなどをみるまでもなく，物乞いや乞主聞か司辻楽師には例えばリュ
ートやパグパイプなどがお決まりであったように，近世までは，明らかにある種
の楽器に対するイメージが知られていたのてもる。このような楽器の象徴性や身
分に関しては以下を参照されたい。
Wintemitz, E. 1979 Musical Instrument.< and Their Symbolism in Western Art; 
Studies m M田 fral!co即 logy.New Haven/London. 
高橋達史「音楽図像学への誘い(1）ー（7）」『季刊コンソー ト 5号一12号』（1987/89) 
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附「Tiirmer/Warhtedは都市の公職として比較的史料に現われやすい。また比較的
早い時期からその存在カ雫Eめられる。いくつかの図像史料から彼らがラ yパなど
の楽器を演奏していた証左が窺える。
Liibeck [1280], Brugge [1310：“wachte目＂］， Mech Jin [ 1311 “Toτenwechter"], 
Antwerp [1324], Liinebu唱［1328],Zwickau [1348 “tonne re”］
制イングランドでは都市の警備職は「waitsJと呼ばれ，「Tiirmer/WachterJ同様の
職務を負っていたらしい。
Lon由n [1253 Hen.-y Il], Norwich [l回8], Exeter [1362] , York [1369] 
両者に関しての文献は，以下を参照。
Bowles, E. A. 1961/62.“Tower Musicians m the Middle Ages. ”Brass Quarterly 
5 : 9Jff. 
Bowles, E. A. 1977. Musikleben im 15 ]ahrhundert <= Musikge'<hichte in 
Bildem Ed. 3, Lfg. 8>. Leipzig. 
Langwill, L. G. 1952. "The waits.”Hinrichsen's Musical Y印 rBook 7 l 70f. 
Stephen, GA. 1935.“The Waits of the City of Norw.ch through Four Centurie< 
to 1790.”Noゆlk Archaeology of Miscellaneous Tracts relating to the 
Antiqmtfrs of the County of No柿lk25 lf 
Woodfill, W. L. 1969. Musicia悶 inEnglish Sodety. From E/faabeth I to Charles 
I. New York. 
附楽師が個人名として記されるのは fPfeiferkiinig, Meister, Stadtpfeifer, TurmerJな
どの役職者や称号をもってる者の場合，何らかの名前を残さねばいけをい係争に
巻き込まれた場合などがある。
KO!n [1284 “Godefried Minneb吋e”］
R田t町 k [12田 PausanIBt"Stacius”ma而edBaker “Wolter＂’s widow] 
Trois [1295 jean Charmillon, roi d回目白白町田］
Ypre< [1313 “maistre Symon, maistre d田 menestreusde le vie le J 
Alrei, Kurpfalz [1313 ：“Wemhir pfifer von Alrei ubir ale varende lute”］ 
[1393 Pfe出rkiinig,Werner von Al配i]
Nnnvich [1346-7 “J曲四nesSturmynヘtrumpeter]
Duisburg [ 1356/ 7 91/ 92 “fistulatonbus nostris opidams et fistulantibusヘ
“Wilhe加。 h路tri凹 1’
K，】rmainz [1385 Pfeifer Brachte als Kon氾fah阻nderL巴ute］ 
Paris [13叩“maistreHuguenin de la Chapelle"] 
ElsaG [ 14叩ー： P白百erkiini•. Heintzmann Genver , Hans Han回目n;Loder; )i唱
Beck] 
Zur抽［月30 Ulman Meyer als Pfeiferkiin匹“LechenBrieff”］ 
Hamburg [ 1462 ：“日nricoCoe kenbeckere pro e叩ensissu民 quandquisiv<t 
mirnos et fistulatores”， 1464：“lOG magistro Hinrico Kokembeckerer ad ac 
ceptandum novum fistulatocem ad田町1cumc1v1ta出”］
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Stettin [1587 Musikec“Jo四 Liechtwer''von Bceslau] 
附「Mei•terJ に関しては都市ごと，もしくは楽師兄弟団（組合）ごとに多くの例が見
られる。ここでは，親方が「楽師学校」の開催といった指導的な役割を果たしたフ
ランクフルト・アム・マインの1376年の例を挙げるに留める。
Frankfurt am Main [ 1376 “meister der fydler und andemihcen ge<ellen, der 
[fasten und herm spelluden, als sy in der vasten me" schul hielten"] 
側「楽師王roides minestrels/rex ../PfeiferkiinigJの存在が明らかな都市名と史料初
出年代の主なものは次の通りである固
Tr・四［1295],Paris [1321 ], Toumai [13叫， Tutbury[1381], Kurmam' 
[1385] , Ku叩fa1'[1393] , Elm' [1400] , Zurich [1430] 
開 「楽師伯 Spielg悶fjの存在が明らかな都市と史キ判司出年代の主なものは次であるロ
Regensburg [ 1320-J , Wien [ 1278; Spielgraf; 1354- Oberspielgrafamt] , 
Lubeck [14日一J, Hambu培［1464], Bayem [1626 75] 
自由楽師について言及された「者修粂帝J「婚礼条令J「楽師条令Jの主なものは以下町
都市で認められる。南ドイ yにおける「審修条令」の実態については，相沢，前掲
論文， 9頁他を参照。
St回Bburg [ c!200] , Stade [ 1286] , B阻unschweig[ 1303] , Bremen [ 1303] , 
Lubeck [ 14 Jh.] , Regensburg [ 1320] , Miinchen [ 1322］。 Krakau [ 1336; 
“Zunft und Verkehrs・Ordnung] , Frankfurt am Main [ 1489] , Wismar [ 1343・
“Ordnung der Spielelude”J , Konigsberg [ 1350 “Gesetze der Spielleute 回
Me we”］， Rostock [1600 “Spielleute Rulle”］ 
(t9）楽師組骨（兄弟団）の分布に関しては，拙稿，前掲論文，注側 ~ti129頁以下を参
照。
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“PFEIFERKONIG”（KING OF MUSICIANS) AND 
“SPIELGRAF'’（COUNT OF MUSICIANS) 
-A Model of Superintendent System of“Spielmann" (professional 
musicians) in Late Medieval and Early Modern Germany-
Part I 
(Summary) 
Shmya Agano 
In late Medieval and early Modem Europe, prof，田sionalmusicians 
(Spielmarm) who were hon町Iessentertame百 hadalways formed a 
Kingdom of Musicians (Pfeiferkonigreich) with Kings of Musicians 
(Pfeiferkonig), during the t回目ition of th位 socialstatus from 
wande回目 to settle目 τbere also e対sted Counts of Musicians 
(Sp1elgraf)as governing system of the wande也事musicians.τbispaper 
obse何回 theaccept皿ceof musicians into the s凹ietyby analysmg 
therr superintendent system田dits changes. 
